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 博士論文の要旨 

 

＜背景と目的＞ 

矯正歯科治療において診断・治療計画を立案する上で、対象患者の側面セファログラムから顎

顔面形態の特徴を把握することは必要不可欠である。歯科矯正診断を行う上では、患者個々の側

面セファログラムにおける骨格系・歯系の計測値と、患者が属する人種の骨格系・歯系の計測標

準値とを比較し、標準偏差からどの程度の隔たりがあるかの把握がきわめて重要である。 

バングラデシュにおいては、近年矯正歯科治療に対する関心が高まり、矯正歯科治療を希望す

る患者数はかなり増加している。バングラデシュ人は、インド大陸において民族的には同じ「ベ

ンガル人」と呼ばれるものの、異なる表情と身体的な特性を持つとされるが、バングラデシュ人

における顎顔面形態についての研究は少なく標準値は示されていない。そのためバングラデシュ

の矯正歯科医は、日本人や白人を対象とした側面セファログラムの標準値を参考に診断・治療計

画を立案しているのが現状である。したがって、バングラデシュ人矯正患者個々に対し、より適

切な矯正歯科治療を提供するためには、正常咬合を有するバングラデシュ人を対象とした頭蓋顎

顔面複合体の側面セファログラム分析データを集積し、バングラデシュ人固有の標準値を設定す

る必要がある。 

そこで、正常咬合および調和のとれた顔貌を持つバングラデシュ成人を対象として、側面セフ

ァログラムを用いて顎顔面形態の標準値を決定し、得られた標準値を日本人成人および白人成人

の標準値と比較検討することを目的として本研究を行った。 

＜対象と方法＞ 

対象は、ダッカ歯科大学の学生で調査に応じた 600 名の学生から、以下に示す基準で選定した 

正常咬合および調和のとれた顔貌を持つバングラデシュ成人男性 46 名（平均年齢 23.8 歳）、と

バングラデシュ成人女性 52 名（平均年齢 24.6 歳）であった。 

①両親ともバングラデシュ人である 

②臼歯関係はアングル I 級で、アーチレングスディスクレパンシーが２ミリ以下である 

③オーバーバイト、オーバージェットが２～４mm である 

④第三大臼歯以外のすべての歯を有する 

⑤歯科矯正治療の既往がない 

⑥補綴歯がない 

 

資料はそれぞれの対象者から得られた側面セファログラムとし、骨格系の分析には９つの角度



計測項目と６つの距離計測項目を、歯系の分析には 4つの角度計測項目と 6つの距離計測項目を、

また、軟組織については２つの角度計測項目と７つの距離計測項目をそれぞれ設定した。計測は

側面セファログラムのデジタルデータをパーソナルコンピュータに保存し、セファログラム分析

ソフトウェア（Winceph5.5 ライズ社）を用いて分析・計測を行った。 

それぞれの計測項目について、男女に分けて平均値と標準偏差を算出し、得られた平均値と標

準偏差からポリゴン表を作成した。統計学的分析は、独立 2 群の t 検定により、平均値について

差の検定を行った。 

＜結果＞ 

骨格系についてみると、バングラデシュ成人は日本人成人および白人成人と比較し、下顔面高

が有意に小さく、上下顎とも有意差を持って前方に位置していた。歯系については、バングラデ

ッシ成人は日本人成人および白人成人に比べ、上顎前歯はより唇側傾斜し、垂直的には臼歯およ

び前歯の歯槽基底からの距離が大小さいことが示され、咬合平面は緩やかであった。 

軟組織に関しては、バングラデッシ成人は白人成人と比べ男女とも口唇が突出しているが、日

本人成人と比べると女性は差がわずかであった。男性に関しては差を認めなかった。また、オト

ガイ部軟組織の厚さは、白人成人や日本人成人に比べて薄いという特徴を示した。 

＜考察＞ 

顔面軟組織の審美性改善は矯正治療の目的の一つで、矯正歯科医にとって標準値の概念は不可

欠である。したがって、軟組織や歯系・骨格系のパターンは人種によって異なるため、より優れ

た診断や治療方針を決定するためにはそれぞれの人種の標準値を知らなければならない。 

本研究によってバングラデシュ成人、日本人成人、白人成人のそれぞれの正常咬合者における

顎顔面形態と歯・歯槽の関連を示す標準値が示された。今後バングラデシュにおいて矯正歯科治

療の必要性を評価するにあたり、特に審美性の評価を行う場合、これまでのように矯正歯科医の

主観的評価ではなく、本研究で得られたバングラデシュ人の標準値を用いて客観的に評価できる

可能性が示唆される。 

結論として、日本人成人や欧米人と比較し、バングラデシュ成人は脳頭蓋底（SN）に対し上下

顎は前方に位置づけられ、それらの実質的な長さも短いことが明らかとなり、今後バングラデシ

ュバングラデシュ人を対象として矯正治療の診断および治療計画を立案する場合にはこれらの

結果を十分踏まえるべきと考えられる。 

 

 

審査結果の要旨 

適切な矯正歯科治療を提供するにあたっては、側面セファログラムを用いた骨格系、歯系の形

態計測・分析が不可欠である。得られた分析結果は、個性正常咬合を有する顎態の特徴を表現す

る値、すなわち標準値と比較することで対象患者の不調和が把握でき、オーダーメイドの治療方

針立案が可能となる。標準値は人種間で異なることから、可能な限り人種ごとに標準値を算出す

ることが望ましい。 

本研究は、国の経済発展とともに矯正治療を希望する患者数が著しく増加傾向にあるバングラ

デシュにおける側面セファログラムの各計測項目の標準値を算出し、これまで利用されてきた日

本人あるいは白人のそれと比較を試みた研究である。 

対象は、ダッカ歯科大学の学生で調査に応じた 600 名の学生から、以下に示す基準で選定した

正常咬合および調和のとれた顔貌を持つバングラデシュ成人男性 46 名（平均年齢 23.8 歳）、と

バングラデシュ成人女性 52 名（平均年齢 24.6 歳）であった。選択基準は、①両親ともバングラ

デシュ人である、②臼歯関係はアングル I 級で、アーチレングスディスクレパンシーが２ミリ以

下である、③オーバーバイト、オーバージェットが２～４mm である、④第三大臼歯以外のすべ

ての歯を有する、⑤歯科矯正治療の既往がない、⑥補綴歯がない、の 6 項目とした。 

資料はそれぞれの対象者から得られた側面セファログラムとし、骨格系の分析には９つの角度

計測項目と６つの距離計測項目を、歯系の分析には 4つの角度計測項目と 6つの距離計測項目を、

また、軟組織については２つの角度計測項目と７つの距離計測項目をそれぞれ設定した。計測は

側面セファログラムのデジタルデータをパーソナルコンピュータに保存し、セファログラム分析

ソフトウェア（Winceph5.5 ライズ社）を用いて分析・計測を行った。 



それぞれの計測項目について、男女に分けて平均値と標準偏差を算出し、得られた平均値と標

準偏差からポリゴン表を作成した。統計学的分析は、独立 2 群の t 検定により、平均値について

差の検定を行った。 

その結果、骨格系についてみると、バングラデシュ成人は日本人成人および白人成人と比較し、

下顔面高が有意に小さく、上下顎とも有意差を持って前方に位置していた。一方、歯系について

は、バングラデッシ成人は日本人成人および白人成人に比べ、上顎前歯はより唇側傾斜し、垂直

的には臼歯および前歯の歯槽基底からの距離が大小さいことが示され、咬合平面は緩やかであっ

た。 

軟組織に関しては、バングラデッシ成人は白人成人と比べ男女とも口唇が突出しているが、日

本人成人と比べると女性は差がわずかであった。男性に関しては差を認めなかった。また、オト

ガイ部軟組織の厚さは、白人成人や日本人成人に比べて薄いという特徴を示した。 

本研究によってバングラデシュ成人、日本人成人、白人成人のそれぞれの正常咬合者における

顎顔面形態と歯・歯槽の関連を示す標準値が示され、今後バングラデシュにおいて矯正歯科治療

の必要性を評価するにあたり、特に審美性の評価を行う場合、これまでのように矯正歯科医の主

観的評価ではなく、本研究で得られたバングラデシュ人の標準値を用いて客観的に評価できる可

能性が示唆された。さらに、日本人成人や欧米人と比較し、バングラデシュ成人は脳頭蓋底（SN）

に対し上下顎は前方に位置づけられ、それらの実質的な長さも短いことが明らかとなり、今後バ

ングラデシュバングラデシュ人を対象として矯正治療の診断および治療計画を立案する場合に

はこれらの結果を十分踏まえるべきと考えられた。 

 

以上の結果から、これまで日本人、白人といった他人種における側面セファログラム標準値を

使って診断と治療を行わざるを得なかったバングラデシュにおいて個性正常咬合を有するバン

グラデシュ成人の標準値を算出し、バングラデシュ矯正患者により適切な治療を提供するための

指標を確立した点、ならびに、バングラデシュの矯正歯科治療においてこれまで頻用されてきた

日本人、白人の標準値と今回得られた標準値とを比較することでバングラデシュ成人の特徴をよ

り明確化できた点に学位論文としての価値を認める。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


